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新
た
な
『
木
更
津
市
史
』
の
編
さ
ん
事
業
本
格
ス

タ
ー
ト
！

木
更
津
市
で
は
平
成
二
四
年
度
の
市
制
施
行
七
十

周
年
を
記
念
し
て
『図
説 

木
更
津
の
あ
ゆ
み
』
を
刊
行

し
、
こ
れ
を
契
機
に
新
た
な
『木
更
津
市
史
』を
編
さ
ん

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

木
更
津
市
史
編
集
委
員
会
の
皆
さ
ま
と
協
議
を
重

ね
、 

平
成
二
七
年
三
月
に
「
木
更
津
市
史
編
集
基
本

構
想
及
び
基
本
方
針
」を
ま
と
め
ま
し
た
。 

木
更
津
市
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
見
な
お
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
地
域
の
つ
な
が
り
や
ふ
る
さ
と
木
更
津

へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
貴
重
な

財
産
の
散
逸
・消
滅
を
防
ぎ
、
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
な

が
ら
市
の
情
報
を
市
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
、
新
た
な

『木
更
津
市
史
』の
編
さ
ん
に
取
り
組
み
ま
す
。 

新
た
な
市
史
の
特
色

木
更
津
市
は
太
平

洋
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た

翌
年
の
昭
和
十
七

（
一
九
四
二
）
年
十
一

月
三
日
、
千
葉
県
で

六
番
目
の
市
と
な
り

ま
し
た
。
市
史
編
さ

ん
の
取
り
組
み
は
、
戦

後
ま
も
な
い
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
か
ら
は
じ
ま

り
、
市
制
施
行
十
周
年
の
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

に
『木
更
津
郷
土
誌
』を
刊
行
し
ま
し
た
。 

『
木
更
津
郷
土
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
山
崎
直
市

長
（
当
時
）
の
序
文
に
「
郷
土
を
思
い
故
郷
を
忍
ぶ
念
は
、

こ
れ
人
の
情
で
あ
り
、
ま
た
人
性
の
自
然
で
あ
る
。
〈
中

略
〉
従
っ
て
吾
人
は
郷
土
の
沿
革
を
正
し
く
理
解
し
熟

知
せ
ん
と
欲
し
て
い
る
。
〈
以
下
、
省
略
〉
」
と
い
う
思
い

が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
思
い
は
『木
更
津
市
史
』（昭
和

四
七
年
）
、
『
木
更
津
市
史

富
来
田
編
』
（
昭
和
五
七

年
）
、
『
図
説

木
更
津
の
あ
ゆ
み
』
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
市
史
は
、
木

更
津
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
内
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
た
も
の
で
し
た
。 

新
た
な
『
木
更
津
市
史
』
は
こ
れ
ま
で
収
集
し
た
資
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料
に
加
え
、
新
た
に
収
集
す
る
歴
史
・
文
化
・
自
然
に

関
す
る
全
て
の
資
料
を
で
き
る
限
り
取
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
各
分
野
の
専
門
家
の
執
筆
に
よ
り
質
の
高
い
学
問

レ
ベ
ル
に
耐
え
う
る
内
容
を
保
ち
な
が
ら
平
易
な
文
章

で
読
み
や
す
く
し
、
写
真
や
図
版
を
多
く
取
り
入
れ

る
ほ
か
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
て
、
広
く
市
民

が
親
し
み
や
す
く
利
用
し
や
す
い
も
の
を
編
さ
ん
し
ま

す
。 

 

新
た
な
市
史
の
内
容
・計
画 

新
た
な
市
史
の
内
容
は
木
更
津
市
の
歴
史
を
通
史

的
に
記
述
す
る
「
通
史
編
」
、
基
本
史
料
を
ま
と
め
た

「
史
料
編
」
、
海
や
山
地
、
町
な
ど
の
生
活
や
信
仰
、
年

中
行
事
に
関
す
る
風
俗
慣
習
な
ど
、
地
域
の
特
性
や

地
域
相
互
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
「
民
俗
編
」
、

木
更
津
の
特
徴
あ
る
自
然
を
記
録
す
る
「
自
然
編
」
か

ら
な
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
『
木
更
津
市
史
』
や
『
木
更
津
市

史
研
究
』
、
『
木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記

録
集
』
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
下
図
の
よ
う
な
組
織

で
進
め
て
い
ま
す
。 

 

市
史
編
集
部
会
の
紹
介 

平
成
二
七
年
度
に
近
世
、
近
現
代
、
民
俗
、
自
然
、

以
上
四
つ
の
専
門
部
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

考
古
、
古
代
、
中
世
、
デ
ジ
タ
ル
作
業
部
会
を
組
織
す

る
計
画
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
情
報
を
も
と
に
部
会
委
員
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま

す
。
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 専
門
部
会
の
主
な
活
動 

（平
成
二
七
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
八
年
六
月
ま
で
） 

近
世
部
会 

 

 

七
名
の
部
会
委
員
が
所
属
し
、
『
木
更
津
市
史
』
（
昭

和
四
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
と
所
蔵
者
（
所
在
地
）

を
確
認
し
、
木
更
津
地
区
の
史
料
収
集
調
査
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
石
造
物
は
鎌
足
、
桜
井
、
請
西
、
真

舟
地
区
の
既
存
調
査
資
料
デ
ー
タ
の
整
理
を
行
い
ま

し
た
。 

近
現
代
部
会 

六
名
の
部
会
委
員
が
所
属
し
、
図
書
館
お
よ
び
金
田

公
民
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
中
郷
村
、
旧
鎌
足
村
、

旧
金
田
村
役
場
文
書
や
、
金
田
小
学
校
収
蔵
資
料
な

ど
の
リ
ス
ト
作
成
、
資
料
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
中

郷
地
区
の
実
地
調
査
や
、
木
更
津
地
区
の
聞
き
取
り

調
査
も
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
市
内
に
残
る
近
代

建
築
物
の
分
布
調
査
を
行
い
、
調
査
候
補
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
い
ま
す
。 

民
俗
部
会 

  

五
名
の
部
会
委
員
が
所
属
し
、
既
存
の
研
究
成
果

を
把
握
し
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
木
更
津
、

金
田
地
区
の
話
者
を
確
認
す
る
予
備
調
査
を
行
い
、

今
後
は
組
織
的
な
民
俗
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。 

市史編集基本 

構想・方針 

事務局 

教育委員会 

教育部文化課 

答申・建議 

市史編集部会 

※教育委員会が委嘱し、市史の編さん、調査、研究、執筆などを行

います。考古、古代、中世、近世、近現代、民俗、自然、デジタル

作業、以上８つの専門部会で構成されます。 

市長 

市史編集基本構想・方針 

事務局 

教育委員会 

教育部文化課 

市史編集委員会 

※市長が委嘱または任命する１０名の委員に

より、市史編集計画の審議と調査を行います。 
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自
然
部
会 

  

八
名
の
部
会
委
員
が
所
属
し
、
地
学
、
植
物
、
動
物

ご
と
に
デ
ー
タ
の
整
理
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

地
学
分
野
は
下
総
層
群
の
テ
フ
ラ
鍵
層
の
調
査
、
各
層

の
柱
状
図
の
作
成
、
写
真
の
収
集
等
を
行
い
ま
し
た
。

植
物
分
野
は
馬
来
田
・鎌
足
地
区
な
ど
、
貴
重
種
の
生

育
す
る
地
域
を
優
先
的
に
現
地
調
査
し
ま
し
た
。
動

物
分
野
は
盤
洲
干
潟
、
長
須
賀
の
ハ
ス
田
、
小
櫃
川
の

下
流
～
河
口
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

探
し
て
い
ま
す
！ 

木
更
津
の
歴
史 

あ
な
た
の
家
の
押
し
入
れ
や
自
治
会
の
倉
庫
な
ど
に

古
文
書
や
昔
の
道
具
、
古
い
写
真
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
新
た
な
市
史
を
編
さ
ん
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
お

手
元
に
あ
る
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
村
役
人
・
新
田
・
商
売
・
旧
木
更
津
海
軍

航
空
基
地
に
関
す
る
文
書
、
出
征
・
古
い
町
並
み
の
写

真
、
農
具
、
海
苔
の
道
具
な
ど
、
お
持
ち
の
方
は
文
化

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

平
成
二
八
年
度
木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す 

題 

名 
 

「市
史
を
編
さ
ん
す
る
と
い
う
こ
と
」 

「こ
ん
な
に
身
近
に
宝
が
あ
っ
た
！ 

 

～
木
更
津
の
古
民
家
・
近
代
建
築
を
た
ず
ね
て
～
」 

講 

師 
 

木
更
津
市
史
編
集
委
員
会
委
員 

實
形 

裕
介
（じ
つ
か
た 

ゆ
う
す
け
）氏 

木
更
津
市
史
編
集
部
会
委
員 

 
 

 

渡
邉 

義
孝
（わ
た
な
べ 

よ
し
た
か
）氏 

日 

時 

 

十
二
月
四
日
（日
） 

午
後
一
時
三
十
分
受
け
付
け
、

午
後
２
時
講
演 

場 

所 

中
央
公
民
館 

一
階
大
ホ
ー
ル 

※
駐
車
場
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

昭和 30年頃の木更津銀座通りの様子 
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機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

定 

員 

一
〇
〇
人
（申
込
順
） 

申
込
方
法 

 

氏
名
・住
所
・電
話
番
号
を
文
化
課
窓
口
・電
話
・ 

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た 

文
化
課
に
お
い
て
九
月
十
二
日
か
ら
同
月
十
六
日

ま
で
の
間
、
都
内
大
学
の
文
学
部
史
学
科
に
在
籍
す
る

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生
を
受
け
入
れ
、
市

史
編
さ
ん
に
係
る
業
務
等
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
談 

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
自
身
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
身
の
周
り
の
歴
史
や
風
俗
を
調
べ

る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
大
学
で
は
歴
史
を
学
び
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
木
更
津
市
教
育
委
員
会
の
文
化

課
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
史
編
さ
ん
に
係
る
業
務
は
、
文
化
課
で
の
業
務
の

一
部
で
す
。
私
は
市
内
小
学
校
の
資
料
を
借
用
す
る

際
の
資
料
目
録
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
資
料
の
作
成

年
代
、
サ
イ
ズ
、
欠
損
な
ど
、
特
徴
を
み
て
目
録
と
し

て
記
入
し
ま
し
た
。
職
員
の
方
に
時
お
り
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
慣
れ
て
き
て
気
を
抜
く
と
単
調
な
作
業
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
も
の
で
し
た
。
私
が
体
験
し

た
業
務
は
、
直
接
市
史
に
載
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
業
務
の
積
み
重
ね
が
前
提
に
あ
り
、

多
く
の
人
の
手
に
よ
っ
て
市
史
が
は
じ
め
て
形
と
な
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

短
い
間
で
し
た
が
、
木
更
津
市
民
の
一
人
と
し
て
愛

着
と
誇
り
を
持
っ
て
『
木
更
津
市
史
』
編
さ
ん
に
係
る

業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（Ｅ
・Ｙ
） 
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編
集
後
記 

 

こ
の
た
び
、
「
木
更
津
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
を
発
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
で
わ
か
っ
た
木
更
津
の

歴
史
・文
化
・自
然
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
、
年
一
回
皆

さ
ま
に
お
届
け
し
ま
す
。 


